
政
令
第
百
四
十
二
号

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る

政
令

内
閣
は
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
十
七
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
並
び
に
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
四
条
第
二
項
各
号
、
母
子
及

び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
六
条
、
第
三
十
一
条
の
六
第
七
項
及
び
第
三
十
二

条
第
七
項
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十
三
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
元
年
政
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第



二
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条

第
二
項
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
二

項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
係
る
減
免
額
算
定
基
準

額
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
授
業
料
等

減
免
対
象
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
」
に
改
め
、
「
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
定
め
る
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
一
〇
〇
円
未
満
」
を
「
法
第
四
条
第
二

項
第
一
号
に
掲
げ
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者
」
に
、
「
学
校
等
」
を
「
大
学
等
」
に
、
「
額
）
」
を
「
額
。
次
号
イ
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者

当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
係
る
減
免
額
算
定
基

準
額
の
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る

額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）



イ

一
〇
〇
円
未
満

当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
在
学
す
る
確
認
大
学
等
の
授
業
料
の
年
額
及
び
入
学
金
の
額

ロ

一
〇
〇
円
以
上
二
五
、
六
〇
〇
円
未
満

当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
在
学
す
る
確
認
大
学
等
の
イ
に
定
め
る

授
業
料
の
年
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
た
額
及
び
イ
に
定
め
る
入
学
金
の
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
た
額

ハ

二
五
、
六
〇
〇
円
以
上
五
一
、
三
〇
〇
円
未
満

当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
在
学
す
る
確
認
大
学
等
の
イ
に

定
め
る
授
業
料
の
年
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
た
額
及
び
イ
に
定
め
る
入
学
金
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
た
額

ニ

五
一
、
三
〇
〇
円
以
上
一
五
四
、
五
〇
〇
円
未
満

当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
在
学
す
る
確
認
大
学
等
の
イ

に
定
め
る
授
業
料
の
年
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
た
額
及
び
イ
に
定
め
る
入
学
金
の
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
た
額

第
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
、
「
及
び
そ
の
」
を

「
（
同
号
に
掲
げ
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
学
校
等
」
を
「
大
学
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
学
校
等
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
学
校
等
」
と

い
う
。
）
」
を
「
大
学
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
学
校
等
」
を
「
大
学
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
十
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
る
。



第
五
条
の
見
出
し
中
「
第
十
六
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
六
条
た
だ
し
書
」

を
「
第
十
四
条
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十

一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
十
一
号
中
「
第
十
条
第
一
号
」
を
「
第
八
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
三
号
た
だ
し
書
中
「
に
同
法
」
を
「
に
児
童
扶
養
手
当
法
」
に
改
め
、
同
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
、
当
該
児
童

が
」
の
下
に
「
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
学
資
支
給
金
（
以
下
「
学
資
支
給
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
又
は
」
を
加
え
、
「
。
以
下
」
を
「
。
第
十
一
号
ロ
た
だ



し
書
に
お
い
て
」
に
、
「
第
三
条
に
規
定
す
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
（
以
下
「
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
減
免
（
以
下
「
授
業
料
減
免
」
に
、
「
、
そ
の
」
を
「
、
当
該
」
に
改
め
、
「
児
童
が
受

け
る
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を

削
り
、
「
大
学
等
修
学
支
援
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
減
免
」
を
「
当
該
授
業
料
減
免
」
に
改
め
、
「
切

り
捨
て
た
額
」
の
下
に
「
。
第
三
十
一
条
の
五
第
三
号
ロ
た
だ
し
書
及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
ロ
た
だ
し
書
に
お
い
て
同

じ
。
」
を
加
え
、
「
（
以
下
「
大
学
等
修
学
支
援
月
額
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
一
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
第
八

条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
の
減
免
」
の
下
に
「
（
以
下
「
入
学
金
減
免
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
減
免
の
」
を
「
入
学
金
減
免
の
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
四
項
中
「
が
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
が
学
資
支
給
金
の
支
給
、
授
業
料
減
免
又
は
入
学
金
減
免
（
以
下
「
学

資
支
給
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る
月
分
」
を
「
学
資
支
給
金
の
支
給
又
は
当
該
授
業
料

減
免
の
対
象
と
な
る
月
分
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る
入
学
」
を
「
入
学
金
減
免
の
対
象
と
な
る
入
学
」

に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
額
」
を
「
学
資
支
給
等
の
額
」
に
、
「
、
当
該
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
、
当
該
学
資
支
給

等
」
に
改
め
る
。



第
三
十
一
条
の
五
第
三
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
大
学
等
修
学
支
援
を
」
を
「
学
資
支
給
金
の
支
給
又
は
授
業
料
減
免
を
」

に
、
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
児
童
が
受
け
る
大
学
等
修
学
支
援
月
額
」
を
「
学
資
支
給
金
の
月
額
と
当
該
授
業
料
減

免
の
年
額
を
十
二
で
除
し
た
額
と
の
合
計
額
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
大
学
等
修
学
支
援
法
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
金
の
減
免
」
を
「
入
学
金
減
免
」
に
、
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
減
免
の
」
を
「
入
学
金
減

免
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
中
「
が
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
が
学
資
支
給
等
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る

月
分
」
を
「
学
資
支
給
金
の
支
給
又
は
当
該
授
業
料
減
免
の
対
象
と
な
る
月
分
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る

入
学
」
を
「
入
学
金
減
免
の
対
象
と
な
る
入
学
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
額
」
を
「
学
資
支
給
等
の
額
」
に
、
「
、
当

該
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
、
当
該
学
資
支
給
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
三
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
大
学
等
修
学
支
援
を
」
を
「
学
資
支
給
金
の
支
給
又
は
授
業
料
減
免
を
」
に
、

「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
寡
婦
の
被
扶
養
者
が
受
け
る
大
学
等
修
学
支
援
月
額
」
を
「
学
資
支
給
金
の
月
額
と
当
該
授

業
料
減
免
の
年
額
を
十
二
で
除
し
た
額
と
の
合
計
額
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
大
学
等
修
学
支
援
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
金
の
減
免
」
を
「
入
学
金
減
免
」
に
、
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
減
免
の
」
を
「
入



学
金
減
免
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
四
項
中
「
が
大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
が
学
資
支
給
等
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る
月

分
」
を
「
学
資
支
給
金
の
支
給
又
は
当
該
授
業
料
減
免
の
対
象
と
な
る
月
分
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な
る
入

学
」
を
「
入
学
金
減
免
の
対
象
と
な
る
入
学
」
に
、
「
大
学
等
修
学
支
援
の
額
」
を
「
学
資
支
給
等
の
額
」
に
、
「
、
当
該

大
学
等
修
学
支
援
」
を
「
、
当
該
学
資
支
給
等
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
中

「
同
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」
に
、
「
当
該
各
号
」
を
「
同
号
ロ

か
ら
ニ
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

こ
ど
も
家
庭
庁
組
織
令
（
令
和
五
年
政
令
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
十
号
中
「
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法



（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
資
の
支
給
及
び
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支

援
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
の
規
定
に
よ
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
」
を
「
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料

等
の
減
免
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
十
六
号
中
「
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支

援
」
を
「
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
資
の
支
給
及
び
大
学
等
に
お
け

る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
等
の
減
免
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。




